2017年9月2日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター
・読み：第1章40～47節
(第1章の読みについて)

声に出して読むことも聖典の勉強のひとつです。

皆さん、もっと大きな声を出してください。

喉が痛い場合は仕方ありませんし、人中で声が出せないときは心の中で唱えるしかありません。しかし声に出して唱えることは、口と耳二つの感覚器官を使うことになり、それだけ黙読よりも強く印象に残ることになるのです。

ところでこの第1章のタイトルは「アルジュナの苦悩」となっていますが、原題は「アルジュナ・ヴィシャーダ・ヨーガハ」です。(Arjunavisadayogah)
ヴィシャーダは「苦しみ」の意味であり、ヨーガにはバクティ・ヨーガ、ギャーナ・ヨーガ、カルマ・ヨーガがあるのはご存知だと思いますが、「苦しみのヨーガ」とは面白い表現だと思いませんか？

『バガヴァッド・ギーター』は信者には4種類あると説明しています。(第7章16節)
・苦しんでいる人(Arto)

・知識を求める人(Jijnasur)

・願いを叶えたい人(Artharthi)

・悟った人(Jnani)
4種類のうちまず最初の信者が苦しんでいる人であり、苦しみが信仰への入り口です。

「苦しい時の神頼み」という言葉もありますが、ここから彼の霊的人生が始まります。
何も困ったことがない時、人は神のことを考えません。

この一番目の信者にも二つのタイプがあり、最初のタイプは神の加護によって苦しみが解消されるとそこで神を忘れてしまいます。

もうひとつのタイプは神を忘れず、そこから信仰に入って行きます。

第1章のアルジュナも悲しみ、苦しみの中にありました。

間もなく戦いが始まろうとしており、敵方には多くの友人や親戚がいました。

戦いになれば彼らを殺さなければならず、アルジュナの慈悲心は彼を苛みました。

アルジュナは戦いを放棄しようとしていました。

これが『バガヴァッド・ギーター』の冒頭部分です。

人がどのようにして聖者になっていくのかについて学ぶなら、最初は必ずと言っていいほど苦しみや悲しみから始まっていることに気づきます。
皆さんも苦難を避けないで立ち向かってください。

なぜなら神は皆さんに教えようと思って、その状況を作り出したからです。

これが肯定的な解釈であり、いっぽう否定的な受け取り方は「私はいつも苦労する、運が悪い」と文句や愚痴を言うことです。

自分の苦しみをどう解決したらよいか分からないアルジュナは、シュリ・クリシュナにすがりました。

アルジュナは戦士のカーストに属しており、その本分は戦うことです。

戦いをやめることは自分の義務の放棄であり、それはよくありません。

サラリーマンが結婚した後仕事をやめ、家族を養うという義務を放棄して森に隠棲してしまうのはダメです。

家族を持ち子供が出来ても、仕事続けながらカルマ・ヨーガで悟りは可能です。

アルジュナは幻惑によって一時的に自分の義務を忘れましたが、戦士である彼本来の性格は戦うことに向いているのです。
シュリ・クリシュナはアルジュナに対して、「あなたの苦しみや悲しみは幻惑によって生まれているのであり、あなたの慈悲心は誤った慈悲心である」と諭します。

アルジュナの慈悲心は本当の慈悲心ではなく、一時的な弱さの露呈なのです。

我々も時々自分の弱さを慈悲心と勘違いしてしまいます。

自分がどうすべきかわからないアルジュナがシュリ・クリシュナに教えを乞い、シュリ・クリシュナがそれに対して答えるのが『バガヴァッド・ギーター』ですが、それは苦しみについての教えから始まるのです。

ここを理解していないと、「苦悩のヨーガ」とはおかしな表現ではないか？　という疑問が起こります。
困難に直面することで、我々の変化が始まるのです。
それでは前回の話の続きに戻ります。

スワッデャーヤ・ギャーナ・ヨーガについて説明していました。
ギャーナ・ヨーガは実在、真理について深く考えるヨーガです。

真理は我々の生活のために必要とされる知識とは違います。

真理についての知識は霊的で最高の知識です。

真理についてのヨーガがギャーナ・ヨーガであり、真理とは何かを理解し、集中して考えることです。

真理＝実在であり、それは永遠、無限、自由、至福です。

非実在はそれとは反対で一時的、有限です。

聖典の学習は真理についての理解を助けます。

スワッデャーヤ・ヨーガは聖典の学習ですが、オームを唱えることも含まれます。

なぜなら聖典の中にオームについて書かれているからです。

オームはブラフマン(真理)のシンボルです。

今では多くの皆さんが普通にオームについて知っていますが、その知識はオームが神聖な音節であるという程度であり、オームにどれだけ深い意味があるのかについてはほとんど理解されていません。

オームは決してヒンズー教の聖者がイメージを膨らませて創作したものではなく、それには論理的な存在理由があります。

オームがどのように成り立っているのかについて、これから説明します。

オームは3つの音から構成されているひとつの音節であり、構成要素の3つの音それぞれにサンスクリット文字が対応します。
これをアルファベット、カタカナどちらで表現しても不正確なのですが、あえてそれぞれで表記すると、

Ｏｍ      　　Ａ・Ｕ・Ｍ

オーム　　　　ア・ウ・マ

となります。

どちらも完璧ではありませんが、仮名は弘法大師がサンスクリットを元に作ったという説もあり、よりサンスクリットに近いので、以下ではカタカナ表記を使って説明します。

発音される時のひとつの音節としての表記が「オーム」、構成要素の3つの音がそれぞれア・ウ・マ、という意味です。

もし筋肉に特別な圧力を加えずに喉から自然に音を出す時、どんな音が出るでしょうか？
トライしてみてください。(参加者が発声してみる)
最初の音が「アー」だということが分かりますね。

次にこの音を口の中に引き入れてくるとそれは「ウー」になり、最後に唇を閉じると「マ」になります。

このようにア・ウ・マはすべての音の母体・基盤(matrix)となる音であり、それを続けて発音すると最終的にオームになります。

前回オームは原因を持たない音だと言いましたし、それは宇宙に絶えず流れていていつから始まったのかわかりませんが、この音は想像上のものではありませんし、どのように成り立っているのかについて論理的に説明できます。
我々は単なる物質的存在ではなく、我々の中にはブラフマンがあります。
音は五大要素のひとつから創られ、その五大要素もブラフマンから創られているので、結局音もブラフマンから創られています。

ですからブラフマンの一部である我々とオームは関係があるのです。

音には聞こえる音だけではなく、聞こえない音というものもあります。

最初の状態ではオームは聞こえません。
聞こえるようになったオームは「顕れている」オームであり、粗大なオームと言えます。

たとえば我々の眼に見える宇宙は粗大な宇宙であり、顕れていない宇宙も存在します。

同様に我々に聞こえるオームは粗大なオームであり、我々には聞こえない神聖なオームも存在します。

その精妙(神聖)なオームをも聞くことのできる聖者がいるということは、前回話しました。
どの国の言葉であるかを問わず、我々が使うすべての言語の源はオームです。

喉から発音される言葉は必ずオームと関係があり、すべての言葉はオームの変形です。

あらゆる言葉を一緒に混ぜて煮詰めると、それはオームになります。

すべての言葉はオームから始まりオームに帰結します。

『マンドゥーキャ・ウパニシャッド』(Mandukya Upanishad)はオームの説明だけに終始していますが、そのVerse2に次の一節があります。
Om iti etad aksharam idam sarvam  

bhutam bhavat bhavishyatiti sarvam Omkara 

yatcha anyat trikalatitam tat api Omkara iti
sarvam hi etad brahma  
オームは不滅(すなわちブラフマン)である。
我々の認識する過去・現在・未来のすべての生き物はオーム(ブラフマン)であり、オームはすべてのシンボルである。

そしてそれ以外の過去・現在・未来を超越(つまり時間を超越)したものもすべてオームである。すべてはブラフマンである。
このブラフマンは個人的なレベルでは我々の魂(アートマン)のことです。

物理学の有名なアインシュタインの等式　Ｅ＝ＭＣ２　は質量がエネルギーであることを示していますが、これに対して霊性の等式は、

ブラフマン  ＝  アートマン

です。
マクロレベルではブラフマンであり、ミクロレベルではアートマンです。

ですから自分の魂を悟るなら、ブラフマンを悟ることができます。

ブラフマンの悟りとアートマンの悟りは同じものであり、そのシンボルがオームです。
今はヨーガのクラスでもレッスンの開始前に全員でオームを唱えますが、それがどれほど深く神聖で包括的な意味を持っているのか、あまり知られていません。

私が今説明しているのは、皆さんにその意味を理解したうえでオームを唱えてもらいたいからです。

オウムなどの鳥は人間の声をとても上手に真似します。

あなたが「クリシュナ！」と唱えれば、鳥もそっくりに喋ります。
しかし鳥は「クリシュナ」という言葉の意味を理解しているわけではありません。
意味を理解しないままオームを唱えるなら鳥と一緒です。

深く意味を理解せずに唱えても無意味というわけではなく、ある程度の効果はあります。

しかし意味を理解して唱えた場合は結果が全く違います。

オームはそれを構成する３つの音とそれがまとまったひとつの音節、合わせて４つのポイントから説明されます。

ア　　　　　　　粗大　　　　　　　Sthula(ストゥーラ)
ウ              精妙　　　　　　　Sukshma(スクシュマ)

マ              より精妙　　　　　Sukshmatara(スクシュマタラ)
オーム          最も精妙　　　　　Sukshmatama(スクシュマタマ)
sukshma は「精妙」という意味ですが、その後に続く tara,tama はそれぞれ文法上の比較級、最上級を表します。(good-better-best , bad-worse-worst)
別の見方では次のようにも説明されます。
ア　　　　　　　粗大体　　　　　　　Sthula(ストゥーラ)
ウ              精妙体　　　　　　　Sukshma(スクシュマ)
マ              原因体　　　　　　　Karana(カーラナ)
オーム          偉大な原因　　　　　Mahakarana(マハーカーラナ)

この分類はパンチャコーシャ(５つの鞘)のアイデアと類似性があります。
今まで何度も説明してきましたが、粗大な体とは肉体のことです。

血、皮膚、肉、骨、これらはすべて肉体です。
精妙な体とは、感覚、生命エネルギー、心、知性、記憶などを指します。

この感覚とは目や耳などの肉体的感覚器官を道具として使っている感覚のことです。

感覚それ自体は精妙で目に見えません。

電球の灯りは目に見えますが、電球は媒体であって電気そのものは見えません。

原因体とは自我のことです。
自我から我々の無知が始まっています。

自我は我々の中で、魂とそれ以外のもの(肉体、精妙体)との中間に位置しています。

[私]、 [私の]という意識が自我ですが、この自我を魂と同一視するなら聖者になり、それを粗大な体、精妙な体と同一視すると無知や幻惑が始まります。
どちらを選択するかは我々に委ねられています。

私たちの人格の中には魂がありそれは人格の基礎ですが、普通皆さんは自分に魂があることを自覚していません。基礎がなければ人格は成立しません。

建物は基礎がなければ建てられませんが、建物が１階から始まっていても基礎は目に見える地上部分ではなく、地中に深く埋め込まれています。
肉体・精妙体　　------    自我(原因体) 　　------　　　魂(アートマン)

問題は我々が自我を何と同一視するかです。
自我を肉体と同一視すると執着や無知が始まります。

[私の体]がなくなると私もなくなる、と考えてしまいます。

魂についての知識がないために自分を肉体と同一視している人もいますが、アートマンについて学んで知ってはいてもあまり信じてはおらず、勉強会の教室を出るとそのことを忘れてしまうという人もいます。

自我とアートマンとの同一視も一時的ではなく、継続しなければ聖者にはなれません。

我々の場合はたまに雲の切れ目から太陽が顔を出すということはあっても、またすぐに雲に覆われてしまうという状態です。

太陽(真理)は間違いなく存在しているのですが、普段は見えないのです。

霊的生活におけるチャレンジとはこの同一視です。

「私はブラフマン、私は純粋な意識、体ではなく感覚でもなく心でもない。体がなくなっても私はなくならない」と思い続けることです。

聖者になるのも無知になるのもこの自我が左右しているので、原因体と呼ばれるのです。

最後のマハーカーラナは偉大な原因ですが、これは超越と同義でありオームのことです。

別の説明もあります。

ア　　　　　　　目覚めた状態　　　　　　　 Jagrat(ジャグラ)

ウ              夢見の状態　　　　　　　　 Swapna(スワプナ)

マ              夢見のない深い睡眠状態　　 Sushupti(スシュプティ)

オーム          超越状態　　　　　　　　　 Turiya(トゥリーヤ)

我々の毎日の生活を思い出して下さい。
起きていて話したり仕事をしたりしている時、眠って夢を見ている時、夢を見ることなく深く眠っている時、の3通りの状態があります。

夢を見ないスシュプティの時、実は我々はトゥリーヤ(超越)の状態になってはいるのですが、残念ながら無意識の状態まま魂の一番近くにいるのです。
もし熟睡しているあなたを飛行機に乗せてインドまで運び、無意識のままタージマハルなどを訪れまた戻ってきたとします。

日本に到着して目を覚ましたあなたの記憶は、飛行機に乗る出発直前のままであり、インドでの経験はすっぽり抜け落ちて何もありません。

スシュプティでは魂の近くまで行きながら、魂の経験がまったく残っていないのです。
眠る前に愚かだった人が、目覚めてからも相変わらず愚かであり、賢くなってはいないのと同じです。

サマーディでは心も知性も目覚めていて、意識を持った状態で魂を経験するところがスシュプティと違います。

サマーディの前は愚かだった人も、意識を持ったままアートマン(魂)を経験すると聖者になります。

オームが意味する最後のトゥリーヤ(超越状態)は、サマーディの状態のことです。
ア　　　　 外の知性　　　　Vahiprajna(ヴォヒプラッギャー)

ウ         内の知性　　　　Antahprajna(アンタプラッギャー)

マ         凝縮された知性　Prajnanghana(プラッギャーナガナ)

オーム     絶対　　　　　　Nirvishesha-achintyaniya(ニルヴィシェーシャアチンタニャ)

プラッギャーは知性のことですが、ヴォヒプラッギャーは外のものについついての知性、アンタプラッギャーは中のものについての知性、プラッギャーナガナは凝縮された知性です。
ニルヴィシェーシャは「無限・絶対的なもの」であり、アチンタニャは「考えることのできない」という意味です。無限で絶対であるブラフマン(オーム)は考えることができません。

これら以外にもいくつかの説明があります。

ア　　　　　　　創造および創造の神ブラフマー
ウ              維持および維持の神ヴィシュヌ

マ              破壊および破壊の神シヴァ
オーム          ブラフマン
創造神ブラフマーと絶対の実在ブラフマンを混同しないでください。
ヒンズー教の面白いところですが、シヴァ神が創造・維持・破壊すべてを行っていて、シヴァ神の別の姿はブラフマンであるという考え方もあります。

神々はそれぞれの固有の性質を持っていますが、別の見方からは皆ブラフマンです。

クリシュナ神もひとつの特定の神ですがブラフマンでもあり、シュリ・ラーマクリシュナも人間の姿をとって現れましたが、その本性はブラフマンであると考えられています。

神像を礼拝する時にこのような理解がないと、ただの偶像崇拝になってしまいます。

ある見方では神は神像に象徴されるような姿を持っていますが、別の角度から見れば神はただ意識(ブラフマン)以外の何物でもありません。

他宗教からヒンズー教は偶像崇拝であると批判されますが、神には二つの形があることを我々は忘れていません。
最初から顕れていない無形の神を礼拝するのは容易ではありません。

まずはイメージできる神に対する礼拝から始め、霊的に成長して準備が出来たら無形の神(絶対の意識)を礼拝する、というのが自然なのです。

なぜヒンズー教では神像を礼拝するのか理解できたでしょうか？

オームはブラフマンのシンボルです。
ア　　　　　　　この世界
ウ              世界と天国の中間の場所

マ              天国
オーム          ブラフマンの場所
という説明もあります。
厳密にはブラフマンは場所に限定されませんが、便宜的に「ブラフマンの場所」という表現を使っています。
次にオームの唱え方についてお話しします。

まず敬意と信仰を持って唱えることが重要です。

オームの「オー」は短めに、「ム」は少し長めに唱えます。

皆さんも自然に唱えればそうなっていると思います。

また「オー」を発声する時に神を想起し、「ム」でその神に対する想いを持続してください。

口先で唱えるのではなく、口と心を一致させてください。

口ではオームを唱えながら、心がスケジュールのことを考えているようではいけません。

声に出して唱えているオームを、心でイメージしてください。

インドでは、マントラを唱えるジャパの時は神のことを集中して考えなさい、と教えます。

南無阿弥陀仏を唱える時は釈迦のことをイメージしてください。

マントラと瞑想がひとつになっているのがヒンズー教の特徴であり、もちろんそれぞれを独立して行うことも可能ですが、マントラを唱える時は必ず神に集中してください。
オームをヨーガの実技の前に口だけで唱えるのではなく、神や真理のことを考えながら唱えてください。

またオームは心の中で唱えることも可能です。

仕事場や交通機関での移動など、周りに多くの人がいて声に出して唱えることができない場合があります。そんな時は心で唱えてください。

呼吸に合わせて、息を吸う時に「オー」、吐くときに「ム」と念じてください。
次にオームを唱えることでもたらされる結果について説明します。

・オームを唱えることによって、悪いサムスカーラがなくなっていきます。

我々には前世から引き継いでいるサムスカーラ(傾向)があります。

今生でも新しいサムスカーラが蓄積されていきます。

我々に良いサムスカーラがないわけではありませんが、ほとんどが世俗的なものです。

もし我々が霊的になりたい、道徳的になりたい、良い人になりたい、純粋になりたいなら、今後非道徳的な行為をしないのは当然ですが、それだけでは不十分なのです。
これまで蓄積された良くない傾向を我々は既に持っているのであり、それによって再び非道徳的になってしまう可能性があります。

この世俗的で、タマス的、ラジャス的な悪いサムスカーラをどのようになくしていくのか、が我々の取り組むべき課題です。

そのためにもちろん識別は必要ですが、サムスカーラは潜在意識の奥底に潜んでいて意識の表面に上って来ないので、これはとても難しいチャレンジです。
樹齢数百年の大木がどれほど地中深くまで根を張り、かつその根が遠くまで伸びているのか、地上の様子からは分かりません。その樹を伐採する時、初めてそれが分かります。

では潜在意識の奥深くにあって意識することのできないサムスカーラを、どのように浄化することができるでしょうか？　その方法がマントラを唱えることです。

マントラによって悪いサムスカーラは、無意識のうちに内側から浄化されていきます。

ヒンズー教だけでなく、キリスト教、イスラム教、仏教でマントラを唱えることが推奨されている理由がここにあります。

自分に合ったマントラを選択してそれを唱えてください。

あまり長いものではなく短いマントラのほうが、繰り返し唱えるのに向いています。

たとえば仏教なら南無阿弥陀仏、キリスト教ならアーメンやジーザス、アヴェマリア、イスラム教はアッラー、そしてヒンズー教の場合はオーム・ナマ・シヴァーヤ、オーム・ナマ・クリシュナーヤを始めとして数えきれない程のマントラがありますが、いちばん基本的で短いオームを唱えるのでも構いません。

その結果否定的なサムスカーラが取り除かれて、内側からきれいになります。

不純なサムスカーラが残っている間は、神聖になれません。

悪いサムスカーラをなくすのがどれほど大変なことかは、純粋になりたいと思っている人には分かります。純粋になりたいと考えたこともない人には分かりません。

しばしば持ち出す例ですが、カラスのインク瓶の中のインクを使い切った後、その瓶を他の用途に使いたい時、どうやってインクの汚れを落としますか？

きれいな水で何回も洗う以外に方法はありません。
マントラはこの場合のきれいな水に相当します。

マントラの神聖で新しいバイブレーションを自分の中に注入することで、不純なサムスカーラは清まっていきます。
オームを一回唱えることは、インク瓶にきれいな水を一回入れることです。

何度も繰り返し唱えることで、良くない傾向は徐々に浄化されます。

・オームによって霊的生活の障害が取り除かれます。

ここで言う障害とはたとえば病気であり、瞑想をするとすぐ頭が痛くなったり、腰が痛くなったりします。これもまた瞑想を経験したことのない人には分かりません。
オームを唱えることでこれらの体の病気がなくなり、健康になります。

またオームによって肉体だけではなく、心も清らかになります。

怠け者には、肉体的怠惰(physical laziness)と精神的怠惰(mental laziness)の二種類があります。肉体的には健康で活発でも、心が怠けている人がいます。
霊的に成長できない人達の場合、多くはこの精神的怠惰が原因となっています。

我々は現代社会の楽な生活に慣れきっていて、良くないと分かっていてもそれを変えようとはしません。それは肉体ではなく心の問題であり、なぜなら面倒くさいからです。

とてもエネルギッシュに仕事をしている人も、瞑想を敬遠します。

健康上の問題はなく、時間の問題もないのですが、心が変化を嫌うのです。

精神的怠惰は霊的生活における障害です。

オームを唱えることでこの精神的怠惰がなくなります。朝早く起きることもできます。
精神的怠惰の他に肉体的な無気力・脱力感(lethargy)も障害のひとつです。

次に熱意の問題があります。

変化するためには熱意が必要であり、それがなければ何も進みません。

霊的実践をしても面白くないので、一日だけで翌日にはやめてしまいます。
瞑想中に居眠りをします。仕事にはとても熱心なのに、自分の性格を変えようはしません。

熱意が持てないことも、霊的生活における障害です。

別の障害として世俗的な楽しみをやめられない、ということがあります。
霊的な実践が重要であると学んで理解していても、世俗的な楽しみをやめません。

オームを唱えることで意志の力が増大し、世俗的な楽しみを押さえられます。

誤った理解も障害のひとつです。

誤った理解とは、実在を非実在と、また非実在を実在だと取り違えてしまうことです。

集中できてもそれが続かない、これも障害です。
瞑想の時に少し集中できてもすぐに落ち着かなくなることは、よく経験すると思います。

いったんは高い状態に上ってもそこから堕落する、これも霊的実践において最も注意すべき障害です。多くはプライド(自惚れ)が原因しています。

「彼らは霊的レベルが低いがそれに比べて私は高い」と考えることがきっかけになります。

霊的実践の初めのうちは世俗的な環境を慎重に避けていたのに、ある時からそのことに関する注意や抑制を怠っていた、なども堕落の原因となります。

完全な聖者とまでは言えなくても聖者のようなレベルに達している、と見える求道者でさえ堕落することがあります。

以上列挙してきた霊的生活における障害は、すべてオームを唱えることでなくなっていきます。

さらにオームを唱えることで得られる結果について話を続けます。
・オームを唱えることで新しいサムスカーラが始まります
古い不純なサムスカーラが消えるだけでなく、新しい神聖なサムスカーラが形成されます。
・オームによって解脱できます

無知・執着・幻惑などによる束縛は鎖となって我々を縛っていますが、オームによってそれらすべての束縛が消滅し、その結果最終的に解脱できます。
以上がオームによってもたらされる結果です。

このことを理解してヨーガを始める前だけでなく、機会があればオームを唱えてください。
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